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教哲学の国際会議（International conference on the 










































































ロムウェルとデモクラシー」（The Pu tney 









生命をもっていると思う」（FOR REALLY I 
THINK THE POOREST HE THAT IS IN ENGLAND 









































えた後「英雄」に投じた。見たところ、 7 対 3 程
の割合で英雄が多数を占めていた。
　クロムウェルがかつて学んだケンブリッジのシ
ドニー・サセックス・カレッジのチャペルを訪れ
るとそれはまさにかつてピューリタンの温床と言
われたカレッジだけあって他のカレッジとの違い
がそのチャペルの質素な内装によく表れていた。
ここにはクロムウェルの頭蓋骨が埋葬されていた
場所という銘も掲げられている。ケンブリッジ大
学のもう一つのピューリタンのカレッジとしても
知られるエマニュエル・カレッジのチャペル内に
あるピューリタンたちのステンドグラスもまた見
事なものであった。
　ケンブリッジではEmmanuel Reformed Churchと
いう教会に毎週出席したが、他のキリスト教の伝
統を知る機会でもあると思いギリシャ正教の礼拝
にも参加してみた。聖画像（イコン）に口づけを
する人々、奥の方で何の儀式を行っているのか、
いつまで立ち続ければいいのか分からずまたいつ
終わるともしれない礼拝は同じキリスト教である
とはいえ思っていた以上にプロテスタントの礼拝
とは非常に相違したものであった。プロテスタン
ト内にもルターとツヴィングリの聖餐論争を初め、
聖餐をめぐる神学的理解には相違があり続けてい
るが、そのような相違をはるかに超えた相違点を
実感する機会となり、礼拝と礼典に関してあらた
めて考えさせられた貴重な時となった。
　ケンブリッジには1130年に創建された珍しい円
形の「ラウンド・チャーチ」として知られる古い
聖墳墓教会がある。現在、「クリスチャン・ヘリ
テージ」（Christian Heritage）という団体がその
管理を担っているのであるが、日本の大学でキリ
スト教倫理などを教えていることをその団体の創
設者の方に告げると、非常に関心を持って下さり、
教会の奥の一室でゆっくりと話をする機会を持っ
た。話を聞くとその方（Ronald Macaulay氏）は日
本でもかつて知られたフランシス・シェーファー
の義理の息子であると言い、自分の妻はシェー
ファーの娘だという。日本でもシェーファーの本
はこれまで数々が訳され出版されてきたことを伝
え、日本にもラブリのような若者が集う場所があ
ればという話で盛り上がった。日本に帰る前日の
全く偶然の出会いではあったが、実り多い会話の
時であり、共に祈って別れた。
　今回の研究滞在では、ケンブリッジ大学図書館
などでのリサーチと合わせて、多くの人と出会い
そして多くの対話や議論の時をもつことが出来、
大変充実した実り多い研究滞在の時を過ぎすこと
が出来て感謝であった。このような研究の機会を
与えて下さった聖学院大学総合研究所所長の大木
英夫先生にこの場を借りて心よりの感謝を申し上
げたい。
（とよかわしん・聖学院大学総合研究所特任研究員）
クロムウェルの家の中
